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■研究室名 日本語学研究室（３号館３階） ■教員名 池田史子 

 

■日本語学研究室の受け入れ方針 

  日本語の美しい規則にうっとりしてしまう人，方言調査に出かけることが楽しみな人，レポー

トを書くときは，いつも読者のことを思い浮かべている人，提出物は設定された締め切りの 2～3

日前には出すように心がけてきたか，これからはそうしようと思っている人，授業もアルバイト

も同じように大切な人，そんな人が来てくれたらいいなあと思っています。 

■演習科目の紹介 

 基礎演習Ⅰ（2年生）  

前半 8回は，専門演習，卒業演習に進む前に身につけて

おきたい，「聞く力・課題発見力・情報収集力・情報整理

力・読む力・書く力・データ分析力・プレゼンテーション

力」について，何が重要かを事前学習で確認します。持ち

寄ったキーワードを進行係のもとで確認し合います。 

後半 7回は，前半で身につけた 8つの力を実践するため

に，グループでテーマを設定してミニ調査を行い，結果をプレゼンテーションします。 

 専門演習Ⅰ・Ⅱ（3年生）  

専門演習 Iでは，現代日本語方言についての概説書を読んだのち，調査計画の立て方や調査内

容の組み立て方について学びます。担当者が報告を行い，それについて全員で質疑を行いながら

理解を深めています。並行して，研究に必要な専門分野に関する情報収集方法を学びます。 

専門演習Ⅱでは，各自でテーマを設定し，実際に夏季休暇中に調査・実験を行ったデータをも

とに，その分析結果を報告する形式で進めています。場合によっては，このテーマや調査方法が

卒業演習Ⅰ・Ⅱへとつながる場合もあります。プレゼンテーションの方法を学ぶために，方言関

係の全国学会を見学に行ったこともありました。 

 卒業演習Ⅰ・Ⅱ（4年生）  

現代日本語をテーマとした卒業論文に取り組みます。座学によって収集した文献や資料を用い

るだけではなく，できるだけ実際に臨地調査を行うことで，生きた音声データを収集し，それに

ついての分析や考察を行うようなテーマの選択を推奨しています。そういう過程を通じて，現代

日本語についての知識獲得だけではなく，コミュニケーション能力や主体的判断力，創造力が身

につくことが期待されます。これまでの先輩たちが取り組んできたテーマは，次のとおりです。 

 ・山口県長門域におけるザ行音・ダ行音・ラ行音の混同の実態 

 ・英語母語話者における日本語長母音の知覚特徴 

 ・奄美大島龍郷町の可能表現について 

 ・金子みすゞ語彙の数量的研究 

 ・京都市方言「ハル敬語」について 

 ・国会会議録にみる「など」「とか」の表現について 

・宮澤賢治作品におけるオノマトペ表現の研究 

 ・「博多にわか」にみる言葉遊び 

 ・料理絵本のオノマトペについて 

基礎演習Ⅰ 

日本方言研究会 
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地域実習での成果 

■専門科目の紹介（内容・デザイン・評価法） 

○日本語学概論（2～4年生，2年生におすすめ） 

  音声・音韻，文字・表記，語彙，文法・表現といった日本語

学の諸分野について広く体系的に概観します。毎時間，そのテ

ーマに関連した文献を紹介し，興味のある分野について発展的

内容を読むようにお勧めしています。授業のまとめとして，振

り返りのためのシートに記入してもらっています。その日の授

業で新しく知ったことを整理し，何に結び付けることができる

かを考え，授業中に理解が不十分であったことをどういう自宅

学習によって補うのか，自分で決めるためです。この振り返り

シートは，ほかの授業でも同様に行っていて，次回の授業で返

却するようにしています。 

○日本語音声学（2～4年生，2・3年生におすすめ） 

  日本語の語・文節における音素・音節について，音声器官の

働きとの関わりで解説します。「調音音声学」の立場で，「国

際音声記号（IPA）」に基づいて日本語の共通語の音声（母音

・子音）の概説をします。その際に，自らの方言音声や外国語

との相違点を考えます。また，共通語のアクセントやイントネ

ーションの規則，地域差についても学習します。 

○日本語Ⅱ（語彙論）（2～4年生，2・3年生におすすめ） 

  古代から現代に及ぶ日本語のいわゆる「語」という単位のこ

とばを，語種の面から，語の位相面から，語構成の面から考え

ます。並行して，グループ学習による調査活動も行っています。

構想発表会・中間報告会・最終発表会では，相互評価のための

ルーブリック形式の評価表を使用します。これは初回の授業で

配布し，グループ学習の目標共有に利用してもらっています。 

○地域実習（2～4年生） 

  山口の方言景観をテーマに，目に見える山口方言を探して方言

看板マップを作ったり，地元企業にご協力いただいて，山口方言

を使用したゼリーや飲料のパッケージデザインの提案などを行っ

たりしました。 

○地域文化論 b（留学生） 

  隔年で担当している留学生のための授業では，日本語に関する

トピックを取り上げたのち，それに関連づけた県内のお祭りを見

学しています。これまでに，笑いのオノマトペについて学習後，防府市小俣八幡宮のお笑い講の見

学，お天気語彙について学習後，下松市花岡稲荷神社の狐の嫁入り行列を見学しました。 

■教員の研究について紹介 

  山口方言の韻律的単位について，モーラからシラブルへ世代間で変化しつつあることについて調

べています。また，初年次教育において，学部学科混成グループの有効性の検証や，ルーブリック

形式のレポート評価表が教員間での合意形成に有効であることについて検証しました。 

ふりかえるシート 

プレゼンテーション評価表 


